
｢会務報告」

平成22年度熊本地学会総会及び講演会

平成22年11月28日（日）に熊本大学くす

のき会館にて開催されました．参加者は60名で

大変盛会でした．

【総会】

○会員数は次のとおりです．

157名（平成22年11月19日現在

○新役員には以下の方が選出されました．

会長田中均

副会長鶴田孝三

幹事村Jﾆ浩二，宮縁育夫，湊啓輔

田口清行，西岡智洋，馬場正弘

村本雄一郎，池上直樹

会計監 査 河 上 強

○平成22年度の会計は以下のとおりです．

収入の部

会費：281,000円

内訳：平成22年度分222,000円

その他年度分59,000円

利息：23円

平成21年度からの繰越金:384,019円

合計旦 665,042円

支出の部

会誌印刷代：208,950円

内訳:No.152:81,270円

No.153:63,000円

No.154:64,680円

切手・送料代：85,240円

その他（封筒，シール等）：33,692円

計

越

327,882P

337,160円
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【講演会】

9件の講演がありました．

1)熊本県科学研究物展示会に出品される地

学領域の研究物について

村本雄一郎（熊本県立教育センター）

2）高校地学の授業実践報告～実感をわかせ

る 授業～

本多栄喜（熊本県立湧心館高校）

3）プレートテクトニクスを実感させる教材

開発

内田暁雄・三宅由洋（熊本大・教育）・

田口清行（熊本市教育委員会）・

村本雄一郎（熊本県立教育センター）・

田中均（熊本大・教育）

4）アルバータ州の化石とロイヤルティレル

博物館

池卜直樹（御船町恐竜博物館）

5）米塚はいつ噴火したのか？

宮縁育夫（熊本大・教育）

6）地層のできかた（河口部の現世堆積物に

ついて）

山下隆之（株式会社アバンス）

7）八代（日奈久帯）川口・下深水北の下部

白亜系層序

村上浩二（熊本市立錦ケ丘中学校）

8）我が国におけるイノセラムス研究の史的

展望

野田雅之

9）熊本の地下水の硝酸性窒素による汚染

田村実・森下吉郎

幹事会

平成23年2月8日（火），平成22年度の幹事

会が熊本市立健軍東小学校で開かれ，平成23年

度の計画等が次のように決まりました（括弧内は

担当役員)．

○会誌の発行予定

156号(4月）

157号(7月）

158号（11月）

企画・編集（池上・宮縁・村上・湊・西岡）

「研究｣,｢解説｣,｢実践報告｣,｢速報｣,｢行事報告」

｢その他」の原稿を募集しています．投稿規定と

原稿作成の手引きは会誌155号に掲載してあり

ます．

○巡検会

平成23年5月7日（土）

乙女橋・御船化石広場（馬場）

平成23年8月6日～8日（土・日・月）

姫島・国東半島（田中）

平成23年10月15日（土）

地蔵峠鉱物採取（村本）

5月7日の巡検会は，『地質の日』の関連イベ

ントとして実施します．講習会形式で，会員以外

も参加可能です．

○総会及び講演会

平成23年11月26日（土）

招待講演の準備（田中・鶴田）

会場の確保（宮縁）

プログラム作成（田口・宮縁）

○その他

その他の会務の担当役員は以下のとおりです．

会計：宮縁

事務局：田口

発行所

熊本地学会誌No.156

熊本市黒髪2丁目39-l熊本大学教育学部

地学教室内熊本地学会

TEL.096-342-2539振替01960-5359
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